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2026～2027年度 テーマ CREATE LASTING IMPACT　̶ 持続可能なインパクトを生み出そう ̶
2026～2027年度 R.I.会長 オラインカ・ハキーム・ババロラ （トランス・アマディRC／ナイジェリア）
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会 長 挨 拶
会長　納所　佳民

　皆さま、こんにちは。
　まず初めに、先週9月30日
に開催いたしました観月例会
には、多くの会員の皆さま、
そして名誉会員の皆さまにも
ご参加をいただき、誠にありがとうござい
ました。
　おかげさまで、秋のひとときを皆さまと
楽しく過ごすことができました。
　一方で、当日の運営につきましては、席
次をはじめ、いろいろと不手際があり、会
員の皆さまにはご迷惑をおかけいたしまし
た。この場をお借りして、改めてお詫び申
し上げます。
　さて、10月3日、4日の二日間、「佐世保
ジャズフェス2026」を開催いたしました。
　開催にあたり、多くの企業の皆さまから
ご協賛をいただきましたことに、心より御
礼申し上げます。
　今年は初めて、3日土曜日に島瀬公園と五
番街でパブリックステージを開催いたしま
した。
　島瀬公園では、西海学園高等学校を皮切
りに、九州文化学園高等学校、大野中学校、
相浦中学校の皆さんに演奏していただき、
最後の合同演奏は大変迫力があり、圧巻で
した。
　また、さまざまなジャンルのグループに
も出演いただき、それぞれ必ず1曲はジャズ

《本　　日》会員数 81名（出席規定免除 19名）・出席 54名・欠席 27名・（内免除者欠席 9 名）・ビジター　　ゲ ス ト
0
1 名・出席率 66.67 ％

《 9月16日》会員数 81名（出席規定免除 19名）・出席 49名・欠席 32名・（内免除者欠席 10名）・メークアップ 4 名・修正出席率 74.65 ％

ナンバーを演奏していただきました。
　翌4日は、新進気鋭のジャズカルテット、
そしてメインには八神純子さんにご出演い
ただきました。　佐世保らしくジャズナン
バーも取り入れた特別なステージで、会場
も大いに盛り上がりました。
　音楽を通じて人が集い、交流し、少しで
も佐世保の街を元気にすることができれば、
大変嬉しく思います。
　10月のロータリー月間は「地域社会の経
済発展月間」です。
　地域社会の発展とは、単に経済を活性化
するだけではなく、人が集い、人と人がつ
ながり、そこから新しい活力が生まれるこ
とではないでしょうか。
　私たちロータリアンも、それぞれの職業
や奉仕活動を通じて、地域を少しでも良く
していく。その積み重ねが地域社会の発展
につながるものと思います。
　また、10月は「米山月間」でもあります。
　日本で学ぶ外国人留学生を支援し、日本
と世界をつなぐ人材を育てる米山記念奨学
事業についても、改めて理解を深める月に
したいと思います。
　そして本日の卓話は、長崎国際大学特任
教授で、前平戸市長の黒田成彦様にお越し
いただいております。
　黒田様は、平戸市長を4期16年務められ、
地方創生、観光・産業振興など、平戸市の
発展に長年尽力されました。
　中でも、平戸市の「ふるさと納税」は全
国から大きな注目を集め、平成26年度には
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寄附額約15億円で全国1位となりました。
　そしてもう一つ大きなご功績が、平戸の
歴史と文化を生かしたまちづくりです。
　平成30年には、平戸市の「春日集落と安
満岳」や「中江ノ島」を含む「長崎と天草
地方の潜伏キリシタン関連遺産」が、ユネ
スコの世界文化遺産に登録されました。
　平戸が持つ歴史的・文化的な価値を守り
ながら、それを観光や地域の活性化へとつ
なげてこられました。
　また環境面においても、「CO2排出ゼロ都
市宣言」、さらには令和2年の「ゼロカーボ
ンシティひらど」の表明など、再生可能エ
ネルギーや環境政策にも積極的に取り組ん
でこられました。
　まさに、「平戸にあるものを生かし、平戸
の魅力を外へ発信し、それを地域の活力に
つなげる」ということを、長年にわたり実
践してこられた方だと思います。
　市長を退任された現在は、その豊富な行
政経験や地方創生の経験を次の世代へ伝え
るため、長崎国際大学の特任教授として教
壇に立っておられます。
　今年7月には東京で、「人口減少時代、日
本の“次の成長”は地方から生まれるのか」
という、大変興味深いテーマで基調講演も
されています。
　本日は、まさに10月のロータリーの「地
域社会の経済発展月間」にふさわしい方に
卓話をいただけることを、大変嬉しく思っ
ております。
　16年間、行政のトップとして地域の未来
を考え、さまざまな決断をされてきた黒田
様から、今日はどのようなお話を伺えるの
か、私自身も大変楽しみにしております。
　黒田様、本日はどうぞよろしくお願いい
たします。
　以上、会長挨拶とさせていただきます。
ありがとうございました。

例 会 記 録
◯国歌「君が代」
◯ロータリーソング「それでこそロータリー」
◯ゲスト
　学校法人　九州文化学園　長崎国際大学
　	 特任教授　黒田　成彦 様

幹 事 報 告
幹事　指山　　立

1.�2740地区ガバナー事務所
　職業奉仕委員長	 岩谷　正彦 さん
　�10月18日職業奉仕特別講演について
　日時／10月18日㈰
　　　　開場、受付／12：30
　　　　開会／13：00（終了予定15：30）
　会場／�メートプラザ佐賀1F「多目的ホール」

（佐賀市兵庫北3-8-40）
　講演／�鈴木　一作 氏
　　　　�（国際ロータリー第2800地区パスト

ガバナー／寒河江RC）
　演題／「仕事人としてのロータリアンの務め」

2.�国際ロータリー日本事務局　財団室
　国際ロータリー第2740地区
　2026-27年度ガバナー事務所
　「財団室NEWS　10月号」
　�https://msgfocus.rotary.org/
c/1f6Cqxa412cRFSYRjZBiLQKM9qLX4

3.�佐世保西ロータリークラブ
	 幹事　長濵かおり さん
　10月例会変更のお知らせ

4.�長崎県共同募金会佐世保市支会
	 支会長　宮島　大典 様
　�共同募金運動への協力について（お願い）
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　第3回予定日
　日時／2027年3月13日㈯
　　　　集合10：45　スタート11：15予定

慶　　　　祝
	 親睦活動委員会　初瀬　隆太
○誕生記念月のお祝い
　稲吉　　修 さん（ 2日）
　大久保利博 さん（ 8日）
　大神　吉史 さん（11日）
　出端　隆治 さん（13日）
　古賀　久貴 さん（28日）
　坂本　　敏 さん（28日）
　山下　達也 さん（30日）

ニコニコボックス
	 親睦活動委員会　藤井　鉄平
納所　佳民 会長、指山　　立 幹事
境　　竜馬 副幹事、稲吉　　修 さん
鮫嶋　征彦 さん、中島　　顕 さん
本岡　　眞 さん、内海　暢邦 さん
安福　竜介 さん、田中丸善保 さん
福田　金治 さん、山口　健二 さん
安達　幸太 さん、芹野　隆英 さん
坂元　　崇 さん、廣瀬　章博 さん
福田　金吾 さん、坂本　　敏 さん
出端　隆治 さん、筒井　和彦 さん
福田登志也 さん、橘髙　克和 さん
増本　一也 さん、梅村尚一郎 さん
船越　　温 さん、梅村　良輔 さん
安部　直樹 さん、安部　雅隆 さん

委員会報告
■�親睦活動委員会	 委員長　長島正太郎
　さる9月30日にホテルフラッ
グス佐世保九十九島におきま
して開催されました観月例会
に多くの会員の皆様にご参加
いただきまして、誠にありが
とうございました。
　運営の面におきまして至らぬ点が多々ご
ざいました。誠に申し訳ございません。
　委員会として、しっかりと検証を行い、
今後の事業運営に活かしてまいります。
　今後とも親睦活動委員会の事業へのご参
加よろしくお願いいたします。ありがとう
ございました。

その他の報告
■朗遊会	 幹事　出端　隆治
　先月9月19日に第1回朗遊会
を25名の参加で開催いたしま
した。優勝は髙木明生さん、準
優勝が米倉洋一郎さん、3位が
安部直樹パストガバナーでし
た。
　次に第2回朗遊会を11月14日㈯、佐世保カ
ントリー倶楽部にて国際ソロプチミストのチ
ャリティーコンペ内で開催します。
　集合時間は11：00で11：30前後のスタートと
なります。多くの皆様のご参加をよろしくお
願いします。（別会コンペにご参加の方もカー
ド参加大歓迎です。）
　日時／11月14日㈯
　　　　集合 11：00　スタート 11：33
　場所／佐世保カントリー倶楽部
　　　　石盛岳コース　TEL 0956-49-5654
　参加費／チャリティー4,000円
　　　　　朗遊会　　　2,000円
　※�別途チャリティーコンペ分参加費がかか
ります。

　準備の都合上、10月21日㈬までに出欠のご
返信をお願いいたします。
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中村　徳裕 さん
　長崎国際大学　特任教授　前平戸市長	
黒田成彦さんの卓話に期待してニコニコし
ます。

納所　佳民 会長
　先週10月2日㈮第3グループの嬉野RCへ
メークアップをして例会に参加しました。
　私の祖父は嬉野出身なので、会員の皆様
から温かく迎えていただきました。例会場
は大正屋です。会員数は28名になられます。
　他クラブへメークアップをすると、大変
勉強になります。
　皆様も、たまには他クラブへメークアッ
プされてはいかがですか？

米倉洋一郎 さん、安部　直樹 さん
　朗遊会にて入賞しましたので、ニコニコ
します。

稲吉　　修 さん、大久保利博 さん
出端　隆治 さん、坂本　　敏 さん
山下　達也 さん
　誕生記念月をお祝いいただき、ありがと
うございます。

北浦宗一郎 さん
　結婚記念月のお祝いをいただき、ありが
とうございます。

◇
ニコニコボックス	 前回累計	 437,000円
	 本日合計	 38,000円
	 累　　計	 475,000円

卓　　　　話
「不確実性の時代に

人口過疎自治体に潜む可能性とは？」

学校法人 九州文化学園　長崎国際大学
特任教授　黒田　成彦 様

（前平戸市長）
　前平戸市長で、現在は長崎
国際大学で特任教授を務めて
おります黒田成彦です。本日
は「人口減少と地域創生」を
テーマに、過疎地域が直面す
る課題に対する発想の転換と、これから目
指すべき未来についてお話しさせていただ
きます。
　まずお伝えしたかったのは、人口減少に
対する意識の「リセット」です。「人口減少
＝衰退やデフレ」という固定観念は捨てな
ければなりません。実は日本はG7の中で最
も人口密度が高い国であり、人口が減ると
いうことは、一人当たりの空間やゆとりが
増え、豊かな暮らしを実現するチャンスで
もあります。勝ち組・負け組といった不毛
な比較をやめ、前向きに捉え直すことが地
域創生の出発点です。
　私が長年市長を務めた平戸市では、余剰
となった地域資源を「流動化」し、新たな
価値を生み出す挑戦を重ねてきました。空
き家バンクや農地バンクを活用して都市部
から若いIターン者や新規就農者を呼び込
み、手厚い補助で定着を後押ししました。
また、「多品種・少量・季節限定」という従
来の流通体系では不利とされた地域の産物
を、旬の価値として「瀬戸市場」から発信し、
年間14億円超えを突破するふるさと納税の
拠点へと発展させました。さらに天然塩や
油、洋菓子、ジビエといった志ある事業者を、
金融機関と連携した融資・補助の仕組みで
育成し、城下町の景観統一やオランダ人が
営む分散型ホテル（アルベルゴ・ディフュ
ーゾ）など、独自の街づくりを進めてまい
りました。
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【今週のランチ】

＊今後の例会予定＊ 
10月14日	 祝日振替休会
　　21日	 南極観測船しらせ
	 第三代艦長　松田　弘毅 様
　　28日	 新会員卓話
	 鮫嶋　征彦 さん
	 （㈱テレビ長崎　佐世保支社長）　

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊

日時／10月20日㈫ 19：00～
会場／ホテルオークラJRハウステンボス

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、	
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認をい
たしますので、事務局までお知らせください。

（今週の担当：安達　幸太　カメラ担当：川口　直人）

クラブ会報委員会 委 員 長：安達　幸太　　　委　員： 安福　竜介・川口　直人
副委員長：今吉　俊博　　 　　　　　藤井　鉄平・林　　健児

　令和の現在は「VUCA」と呼ばれる、変
化が激しく不確実な時代です。過去の経験
則や従来の固定観念だけで問題を解決する
ことはできません。利用者の目線に立ち、
課題に共感しながら試行錯誤を重ねる「デ
ザイン思考」や、文理の枠を超えたアート
の発想が不可欠となっています。
　AIやデジタル技術の進化により、もはや
都市部に縛られる必要はありません。豊か
な自然、歴史文化、ゆったりとした時間を
持つ過疎地域こそ、多様な挑戦ができる最
前線です。都市から帰ってくる若い人材を
「宝物」として温かく迎え、ストレスフリー
で感動を共有できる地域を創り出していく
こと。それこそが、私たちが次の世代へ果
たすべき責任であると信じております。


